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八代市八代市八代市八代市地域公共地域公共地域公共地域公共交通会議交通会議交通会議交通会議

事業事業事業事業の概要の概要の概要の概要

【再編計画策定事業を行うエリア】

八代市全域

【事業内容】

昨年度策定した「八代市地域公共交通網形成計画」にて明らかになった問題

点について、具体的に再編事業の内容をまとめるための調査、調整を行い、

「八代市地域公共交通網再編実施計画」の策定を行った。

・事業内容の検討・整理

・試験運行及びアンケート調査の実施

・関係者との調整 など

【結果概要】

・見直し対象路線の乗降データ等を押さえながら、見直し案について、具体的

に地域や関係者との協議を行うことができた。

・試験運行の実施により、実際の利用状況、地域の関心の度合い、見直し時

の課題などを確認することができた。

・今後の協議会の検討及び関係者間の調整を経て、最終的にとりまとめる。

【参考資料】

■八代市地域公共交通網形成計画

事業名事業名事業名事業名：：：：27年度年度年度年度地域公共地域公共地域公共地域公共交通再編推進事業（再編計画策定事業）交通再編推進事業（再編計画策定事業）交通再編推進事業（再編計画策定事業）交通再編推進事業（再編計画策定事業）

合併状況：平成17年8月に旧八代市、旧坂本村、旧千丁町、旧鏡町、

旧東陽村、旧泉村の1市2町3村が合併

人 口：130,572人（平成27年12月末現在：住民登録人口）

面 積：680km2

過疎地域等指定：過疎地域、特定農山村、振興山村（いずれも一部指定）

高齢化率：31.5％（平成27年12月末現在）

補助対象の系統数：対象系統なし

自治体負担額：対象系統なし

協議会開催回数：協議会4回

基礎データ基礎データ基礎データ基礎データ

再編計画再編計画再編計画再編計画策定策定策定策定前前前前の地域交通状況（Ｂｅｆｏｒｅ）の地域交通状況（Ｂｅｆｏｒｅ）の地域交通状況（Ｂｅｆｏｒｅ）の地域交通状況（Ｂｅｆｏｒｅ）

再編実施計画再編実施計画再編実施計画再編実施計画（Ａｆｔｅｒ）（Ａｆｔｅｒ）（Ａｆｔｅｒ）（Ａｆｔｅｒ）

� 路線周辺に公共交通不便地域などが

存在し、新たな需要を獲得できる可能

性がある

� 路線が経由する交通結節点などにおい

て、利用環境などの改善の余地が大き

い

� 需要に対してサービス水準が過剰に

なっている（サービス水準を引き下げれ

ば路線バスとして維持できる可能性が

ある）

� 利用者が著しく少なく、サービス水準を

見直しても路線バスとしての運行を維

持していくことは難しい

� 同じ路線の中でも、区間によって利用

状況が著しく異なり、連続した路線とし

て改善を考えていくことが難しい

� 新たな需要の獲得

経路を一部変更し、公共交通不便地

域などへ乗り入れ。新たな需要を獲得。

� 利用環境等の改善

情報提供の工夫やダイヤの調整など、

利用促進につながる取組を実施。

� サービス水準の見直し

減便等の検討。

� 運行形態の見直し

乗合タクシーなど、利用需要

に応じた運行形態への見直し。

� 路線の再編

路線の分割、統合を含め、

運行形態を見直す。







八代八代八代八代市市市市地域公共地域公共地域公共地域公共交通会議交通会議交通会議交通会議

概概概概 要要要要

【八代市モビリティ・マネジメント推進事業】

◆総合路線図・総合時刻表「公共交通マップ」の作成

今まで、ＪＲ、おれんじ鉄道、高速バス、路線バス、乗合タクシーの路線図

と時刻表を一度にみられるものがなかったため、ＭＭ実施にあわせて作成。

◆企業ＭＭの実施【市内企業2社】

• 企業ＭＭの実施にあたり、大人向けに公共交通への意識を高めてもらう

啓発冊子を作成。

• 昨年度実施したアンケートを基に、公共交通に関して協力的な企業の中

から2社を選出し、それぞれの環境に応じたＭＭを実施。

• ＭＭとしての働きかけは、「公共交通マップ」、大人向け啓発冊子、アン

ケート、一部の方には「通勤プラン」も配布など。今後、事後アンケートや

ワークショップ、フィードバックの配布を予定している。また、アクセスが

不便な企業については、アンケート結果などを基に、今後の路線見直し

も検討していきたいと考えている。

・アクセスが比較的便利な企業：288人

・アクセスが不便な企業：374人

◆学校ＭＭの実施【市内高校2校・中学校1校】

• 企業と同様に昨年度実施のアンケートを基に高校2校を選出。さらに付

属の中学校も含め学校ＭＭを実施。

• 循環バスのお試し券を配布するグループと配布しないグループに分け、

行動変容を調査。

• その他のＭＭの働きかけは、「公共交通マップ」、学校ＭＭ用啓発冊子、

アンケート。今後、事後アンケートやワークショップ、フィードバックの配

布を予定している。

・お試し券あり：376人

・お試し券なし：609人

事業名事業名事業名事業名：：：：27年度年度年度年度 地域公共交通調査事業（計画推進事業）地域公共交通調査事業（計画推進事業）地域公共交通調査事業（計画推進事業）地域公共交通調査事業（計画推進事業）

合併状況：平成17年8月に旧八代市、旧坂本村、旧千丁町、旧鏡町、

旧東陽村、旧泉村の1市2町3村が合併

人 口：130,572人（平成27年12月末現在：住民登録人口）

面 積：680km2

過疎地域等指定：過疎地域、特定農山村、振興山村（いずれも一部指定）

高齢化率：31.5％（平成27年12月末現在）

補助対象の系統数：対象系統なし

自治体負担額：対象系統なし

協議会開催回数：協議会4回

計画推進計画推進計画推進計画推進事業における取組内容（Ｐｌａｎ）事業における取組内容（Ｐｌａｎ）事業における取組内容（Ｐｌａｎ）事業における取組内容（Ｐｌａｎ）

計画推進事業の計画推進事業の計画推進事業の計画推進事業の実施状況（Ｄｏ）実施状況（Ｄｏ）実施状況（Ｄｏ）実施状況（Ｄｏ）

目標の達成（Ｃｈｅｃｋ）目標の達成（Ｃｈｅｃｋ）目標の達成（Ｃｈｅｃｋ）目標の達成（Ｃｈｅｃｋ）

今後の課題、対応（Ａｃｔｉｏｎ）今後の課題、対応（Ａｃｔｉｏｎ）今後の課題、対応（Ａｃｔｉｏｎ）今後の課題、対応（Ａｃｔｉｏｎ）

事業を実施したことにより、アクセスが比較的便利だと思われていた企業（小売業）についても、

業種等によって、帰宅時刻に路線バスが走っていないなど、通勤に利用しにくい状況であったこ

とが判明。そういった、利用者の立場にたった情報の収集と得られた情報を踏まえた改善を実施

することで、公共交通利用者数の増加を図り、「網形成計画」の目標達成につなげていきたい。

啓発冊子及び総合時刻表の作成と学校・企業に対するＭＭの実施。

※ＰＤＣＡを記入する際、枠が足りない場合は、次頁に作成することも可能とします。

いずれの指標についても、基準値はH26年度、実績値はH27年度、目標値はH31年度を指す。

指標①-1 ：公共交通不便地域の居住人口割合（%） 基準値：19.3 実績値：実績値：実績値：実績値：19.319.319.319.3 目標値 ： 15.0

指標①-2 ：公共交通の平均利用回数（回/人・年） 基準値：4.7 実績値実績値実績値実績値：：：：4.64.64.64.6 目標値 ： 5.2

指標② ：市街地循環バスの利用者数（万人/年） 基準値：28.4 実績値実績値実績値実績値：：：：28.228.228.228.2 目標値 ： 37.0

指標③ ：乗合タクシーの平均利用回数（回/人・年） 基準値：3.1 実績値実績値実績値実績値：：：：3.13.13.13.1 目標値 ： 4.1

指標④ ：拠点間連携の軸となるバス路線の平均利用回数（回/人・年）

基準値：1.6 実績値実績値実績値実績値：：：：1.51.51.51.5 目標値 ： 1.6

指標⑤-1 ：公共交通サービス提供エリアの人口一人あたりの財政負担額（千円/人・年）

基準値：1.7 実績値実績値実績値実績値：：：：1.71.71.71.7 目標値 ： 1.7

指標⑤-2 ：直近１か月間で公共交通を利用した人の割合（市民アンケート調査）

基準値 ： 17.9% 目標値： 20.0% ※計画最終年度にアンケートを実施する予定のため実績値なし。

まだ、働きかけを始めたばかりであり、効果が発現するまでには至っていない状況。

基礎データ基礎データ基礎データ基礎データ

←  総合路線図と総合時刻表

今後、ＭＭのワークショップ

等での意見と、ダイヤ改正、

路線再編等の情報を反映さ

せた上で、市民に配布してい

きたいと考えている。

データは市ＨＰで公表予定。

←  (左)企業ＭＭ啓発冊子

(右)学校ＭＭ啓発冊子。

ＭＭを実施するにあたり、啓

発冊子を作成。

特に学校ＭＭの冊子につい

ては、興味を持ってもらうため

にマンガで伝えるようにした。


	3-他1 資料7 事業評価full_Part1
	3-他1 資料7 事業評価full_Part2
	3-他1 資料7 事業評価full_Part3.pdf
	3-他1 資料7 事業評価full_Part6
	3-他1 資料7 事業評価full_Part4
	3-他1 資料7 事業評価full_Part5
	3-他1 資料7 事業評価full_Part7



